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大会名 〔 〕平成27年度全国中学校体育大会

第37回　全国中学校軟式野球大会
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上野　元基

試合短評

門 川 中
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花岡－松林
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　門川中は初回、上一色中先発畠山を攻め、六安打・四四球・打者十三人の猛攻で大量八点を先制した。続く二回、
変わった二年生投手土屋にも襲いかかり、二安打で一点を加えた。上一色中は三回、制球に苦しむ門川中先発花岡を
とらえ、三安打を集め、一点を返した。さらに五回にも打者六人を送り、一点を奪った。三回以降、雨天による５３
分の中断を挟み、二番手土屋が苦しみながらも、味方の好守備にも支えられながら踏ん張っていただけに、上一色中
はチャンスにあと一本が出ず、残念な結果となった。しかし、敗れたものの鋭く振り抜く、鍛え上げられた上一色中
のスイングは、点差を感じさせない実力の高さを感じさせた。一方、門川中は、最終回にも一点を加え、最後まで攻
撃の手を緩めない集中力がすばらしく、決勝に進むにふさわしいチームであった。

【１回表に大量点】

【３回裏の反撃】
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